
CEATEC 2022への出展
2022年10月18日 （火） ～21日 （金） までの4日間、幕張メッ

セにてCEATEC 2022が開催され（オンライン会場：2022
年10月1日 （土） ～31日 （月））、（一財）NHKエンジニアリン
グシステムの特許部が出展しました。2020年、2021年はコ
ロナ禍の影響でオンライン開催だけでしたので、実際に展
示ブースを構えてのリアルな開催は3年ぶりとなります。
開催趣旨「経済発展と社会課題の解決を両立する

「Society 5.0」の実現を目指し、あらゆる産業・業種の人
と技術・情報が集い、「共創」によって未来を描く」のも
と、業界の垣根を超えた新しい製品やサービスが数多く
展示されました。
幕張メッセでの会期中は、新型コロナウイルス感染症

対策として、マスク着用、検温、手指消毒などが徹底さ
れ、会場内の通路幅は最低4mが確保されました。出展社
数は562社／団体、来場者数も81,612名と3年前のリアル
開催の時に比べ減少しましたが、直接会って話をするこ
とで、オンラインだけではなかなか実現できない会場の
ワクワク感や熱気を感じ取ることができました。

NHKエンジニアリングシステムの展示
当財団は、NHKの研究開発成果である「特許」、「ノウ
ハウ」、「プログラムの著作物」などの知的財産を、社会
のさまざまな分野で役立ててもらうための周知あっせん
活動を積極的に展開しています。

CEATECへの出展8年目となる今年は、Society 5.0の
実現を支える電子部品や電子デバイスおよびソフトウェ
アなどのテクノロジーを展開するエリア「キーテクノロ
ジーエリア」に出展しました。展示ブースを青色で統一
し、「活用してみませんか？  NHKの技術」のパネルを前
面に押し出して、NHKの技術を紹介しているブースであ
ることがはっきりわかるようにしたほか（写真1）、移転
が可能なNHKの保有技術の中から、最近特にお客様から
お問い合わせの多いものとして、ユニバーサルサービス
関連の「定型文手話CG生成技術」を紹介しました。

ブースでは、それを動画で紹介するとともに、NHK保
有技術を使いたい場合の手続きについても説明を行いま
した。なお、動画の音声は、NHKの音声合成技術を用い
て制作し、ここでもNHKの技術をPRしました。
定型文手話CG生成技術については、ユニバーサルサー
ビス分野でない企業のお客様もブースを訪れ、「災害時な
どで、耳の聞こえない人にとってはとても重要な技術で
すね」、「手話モーションデータを作成するのにどれくら
いの手間とお金がかかるのですか？」、「任意文で手話CG

を生成することはできないのですか？」などの声をいた
だきました。同時に、音声合成技術についても関心が寄
せられ、「非常に自然な音声ですね」、「この音声合成技術
を使うにはどうすればよいのですか？」などのお問い合
わせもいただきました（写真2）。
一方、NHKの技術移転の説明では、“NHKの技術を誰

でも使えることを知りませんでした”“NHKの保有技術
は、いろいろ幅広い分野に及んでいるのですね”などの
お声をいただき、リアルな展示会で名刺交換をすること
で、オンラインだけでは得られない手ごたえを感じるこ
とができました。

写真1　展示ブース
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■ NESニュース
・  NHK知財の社会還元に向け
た周知あっせん活動

■ テクノコーナー
・  自由形状ディスプレーを目指
した伸縮可能なTFTアレーの
開発

■ NHK R&D紹介
・  QoE推定モデルに基づく動
画配信制御技術
・  磁性細線メモリー

■ 公開されたNHKの発明考案

■ NHK技研最新刊行物

NESニュース　 �

NHK知財の社会還元に向けた周知あっせん活動
 ──  CEATEC 2022出展報告ほか ──



知財マッチング会におけるNHK保有技術の紹介
当財団では、CEATECのような展示会のほかにも、自
治体等が地元の中小企業に向けて実施する知財マッチン
グ会への参加を通じて、移転が可能なNHKの保有技術を
広く紹介しています。2022年度は、表1のイベント（い
ずれもオンライン開催）において、図1のようなプレゼ
ン資料を用いてNHK技術のPRを行いました。

表1　2022年度 知財マッチング会参加状況

時期 地域 イベント名
8/24 鳥取県 知財ビジネスマッチング会inとっとり 開放

特許説明会
9/7 近畿2府4県

と福井県
知財ビジネスアイデア学生コンテスト 開放
特許説明会

9/28 栃木県 知財マッチング交流会
11/15 埼玉県 産学連携技術シーズ発表会（エレクトロニ

クス・製造領域）
11/16 香川県 知財マッチングinかがわ

図1　技術シーズの紹介例

最近では、新型コロナウイルス感染症対策などの事情
により、知財マッチング会もオンラインによる開催が主
流となっています。したがって、技術を紹介するプレゼ
ン資料は、PC画面で視聴されることを考慮して、図や動
画を多めに取り入れ、視覚的に理解しやすい内容にする
などの工夫をしています。

NHK技術カタログの更新
NHKの研究開発成果を、放送以外の分野も含め幅広く
皆様に使っていただけるよう、選りすぐりの技術シーズ
を簡潔にまとめたリーフレット集「NHK技術カタログ」
を、当財団のwebサイト内「NHK技術の移転」に掲載し
ています。
（https://www.nes.or.jp/transfer/catalog.html）
本カタログは、2012年度に30項目の技術シーズでスター
トし、年1回のペースで項目の入れ替えや内容の充実など
を図っています。今期は、表2の2項目を新たに追加する
予定です。

表2　新たに追加したカタログ（2項目）
タイトル 技術の概要

3次元コンテンツのリア
ルタイムストリーミング
技術

3次元コンテンツをタブレット型端末にリアル
タイムにストリーミング伝送し、端末の画面
上に、AR（Augmented Reality）で現実空間
に合成された3次元オブジェクトを提示する。

定型文手話CG生成技術

気象情報や交通情報などの定型データをも
とに、手話表現のひな形（定型文テンプレー
ト）とモーションデータを組み合わせて、手
話CGアニメーションを自動生成する。

今後に向けて
NHKが保有する技術は、放送技術がベースとなります
が、応用範囲としては放送以外の分野でも汎用的に利用
できるものが多く含まれています。
今後も、「NHK技術カタログ」の内容を充実させてい

くとともに、オンラインを含む展示会や知財マッチング
会などの場を積極的に活用して、NHKの研究開発成果の
社会還元に向けた取り組みを進めていきます。

（一財） NHKエンジニアリングシステム

  特許部　SE　山之上裕一
  副部長　岡部　律子

写真2　ブースでのお客様の様子　
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はじめに
テレビ放送の開始から長い間、受像機にはブラウン管

（CRT：Cathode Ray Tube）が使用されてきましたが、
ハイビジョンを家庭でも大画面で楽しんでいただけるよ
うにと、大型でも薄い平面ディスプレーが開発され、デ
ジタル放送開始以降、テレビ用の平面ディスプレーが一
気に普及しました。大きなものでは対角100インチ級の大
画面スーパーハイビジョン用平面ディスプレーも開発さ
れ、現在では、テレビ受信機やパソコン用モニター、携
帯端末用ディスプレーは、ほぼこの平面ディスプレーに
置き換わっています。
その後、フィルム基板上に表示素子を形成した、薄く

て軽いシート型ディスプレーの研究開発も進み、丸める
ことができる軽量なフレキシブルディスプレーはスマー
トフォン用などとして一部実用化もされています。この
フレキシブルディスプレーを用いると、映像を見る人の
周りを取り囲むようにディスプレーを湾曲させて視域を
広げることができ、より臨場感の得られるディスプレー
システムの実現も可能となります。図1はNHK技研公開
2022年で展示された“曲率可変型ディスプレー”です。
フィルムをベースとしたディスプレーの特徴を活かして、
複数人で視聴する際には画面をフラットに、個人で視聴
する際には臨場感のある映像視聴を目的として顔の周囲
を覆うように湾曲させることが可能なディスプレーです。
このように、ディスプレーの機能や性能は関連技術の

進展により大きく向上してきました。NHK放送技術研究
所では、さらに多様な視聴スタイルを可能とするため、
ドーム状や曲面状などに変形可能な、形状の自由度の高
いディスプレー（ディフォーマブルディスプレー）の実
現を目指し、伸縮可能なディスプレーの研究開発を進め
ています。このディスプレーは新聞紙のように自由に折
りたたむことができる上、自動運転中の車内で、車内の

3次元形状を有効に利用できるドーム型ディスプレーに
よって包まれるような映像を視聴しながら移動すること
を可能とするなどの応用が考えられます（図2） ［1］。
ディスプレーには、映像を構成するための多くの画素
が配置されていますが、通常、画素内には電気信号を光
に変える発光素子と、その発光の状態を制御する薄膜ト
ランジスター（TFT：Thin Film Transistor）が形成され
ています。今回、自由形状ディスプレーを可能とする伸
縮可能なディスプレーの基盤技術として、画素TFTのア
レーを伸縮基板上に形成し、その特性を確認しました ［2］

ので紹介します。

伸縮可能な酸化物TFTアレーの構造と作製工程
今回試作したTFTアレーの特徴は、伸縮基板上に形成

するTFTの構造とアレーの作製工程です。
図3に試作した伸縮基板上酸化物半導体TFTの模式図

を示します。TFTは非伸縮フィルム上に形成し、これを
伸縮基板に貼りつけた構造となっています。非伸縮フィ
ルムはTFTごとに分離されており、各TFTは伸縮基板上

テクノコーナー　 �

自由形状ディスプレーを目指した伸縮可能なTFTアレーの開発
──シート型ディスプレーの新展開

図1　曲率可変型ディスプレー

図2　将来のリビング（上）および自動運転車内のイメージ（下）
  （NHK技研Future Vision 2030-2040より）

図3　伸縮基板上の酸化物半導体TFT
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に島状に形成します。このような構造とすることにより、
基板を伸縮させてもTFTが存在しない部分の基板は伸縮
しますが、TFTを形成した部分は伸縮せず、そのため
TFTの特性も変化することがありません ［3］。
また、伸縮基板にはゴムなどの弾性のある材料を用い

ますが、このような伸縮性のある材料は熱や薬品に対す
る耐性が乏しいため、従来のTFT作製手法を直接適用す
ることはできません。今回、耐熱・耐薬品性のあるフィ
ルム基板上に形成したTFTをゴム基板上へ一括転写する
技術を開発し、その際、ゴム基板との一体化に適した接
着層を利用することによって、ゴム基板上への素子形成
を実現しました。
図4にゴム基板上にTFTを形成する工程を示します。

TFTに使用する半導体は高い移動度と信頼性を有し、大
画面化にも対応可能な酸化物半導体を使用しています。
ゴム基板上へのTFTアレーは、図4に示すように（i）
TFTアレーの形成、（ii）TFT分離、（iii）TFTアレーをゴ
ム基板へ転写、の工程で作製します。
（i）まず、ガラス上に非伸縮フィルムとして形成した
15µm厚のポリイミド（PI）フィルムの上へ、In-Sn-Zn-O 

（ITZO：インジウム-スズ-亜鉛酸化物） TFTを形成しま
す ［4］。具体的には、モリブデン（Mo）合金でゲート電極
を、シリコン酸化膜（SiOx）でゲート絶縁膜を形成後、
半導体としてITZOをスパッタ製膜して300℃でアニール
処理します。Mo合金でソース電極／ドレイン電極を形成
後、伸縮時の歪を緩和するための保護膜を2µm厚で形成
します。PIフィルムをガラス基板から剝がすことにより、
フィルム上に形成したフレキシブルTFTアレーとなりま
す。
（ii）次に、このフレキシブルTFTアレーを上下逆さまに
して、ガラスとPIフィルムで挟む形で仮固定ガラス上に両
面シリコンテープを用いて貼り付けます。この状態で、波
長532nmのレーザーを用いて各TFTを島状に分離します。
その後、PIフィルム上に密着強化層として20nmのSiOx膜

をスパッタで形成し、TFT以外の不要な部分を剥がします。
（iii）最後に、接着剤の付いたゴム基板を島状になった

TFTの載った仮固定ガラスに貼りつけて、TFTアレーを
ゴム基板上へ転写します。基板を伸縮させた際には、柔
軟なゴム基板と非伸縮性フィルムの接着面にはストレス
がかかるため、適切な接着剤を用いる必要があります ［5］。
検討の結果、今回の接着面にはアクリル系接着剤と密着
強化層（SiOx）との組み合わせが適していることがわか
りました。各TFTは両面シリコンテープとアクリル系接
着剤で挟まれた形で剥がされますが、密着強化層により
アクリル系接着剤との密着度が高くなるため、TFTアレー
はゴム基板側へ転写されることとなります。最後にゴム
系材料を全面にコーティングして、ゴム基板上のTFTア
レーが完成します。

伸縮基板上のTFT特性
図5にゴム基板上に試作したTFTの拡大写真と特性を示
します。図5 （a）は、伸長率を0％、20％、30％、50％と
拡大した際のTFT基板の顕微鏡写真です。基板全体を伸
長させると、TFTの間隔は広がりますが、PIフィルム上
に形成したTFTは変形していないことがわかります。図5
（b）には、20Vのドレイン電圧（Vd）を印加した状態で
ゲート電圧を－ 20Vから20Vまで変化させた際のTFTの伝
達特性を示します。また、図5 （c）には各伸長率に対す
るTFTの移動度とON/OFF比をプロットした図を示しま
す。基板の伸長率を0％から50％まで変化させ、再度伸長
率を0％に戻した際にも電気的特性はほとんど変化しない
ことが確認できました。
図6は、32 × 32個のTFTアレーを形成した伸縮基板を

ドーム状に変形させた写真です。通常のフィルムに形成
したフレキシブル基板は筒状に丸めることはできますが、
このような3次元形状に貼り付けるような変形をさせるこ
とは難しく、今回の伸縮基板上に形成したTFTアレーは、
将来のストレッチャブルディスプレーなどの新しいデバ

図4　伸縮可能な酸化物TFTアレーの作製工程
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イスに応用可能と考えられます。

まとめ
今回、ゴム基板を伸縮部と非伸縮部に分離し、非伸縮

部上にTFTを作製することで、ゴム基板を変形させても
TFT素子の性能は影響を受けない構造としたTFTアレー

を試作しました。作製工程では、フィルム基板上に形成
したTFTアレーをゴム基板上へ転写する技術を開発する
とともに、ゴムと非伸縮基板上に形成したTFTとの一体
化に適した接着層を選定しました。これにより、伸縮可
能なゴム基板上に、伸び縮みに対して信頼性が高い酸化
物TFTアレーの作製に成功しました。
今回は画素に用いるTFTアレーのみの試作ですが、今

後はこの伸縮基板上への伸縮性配線の形成や有機EL素子
などの表示素子の形成を進めることにより、自由形状を
可能とするディフォーマブルディスプレーの早期実現を
目指します。

〈参考文献〉
［1］	 NHK放送技術研究所．Future	Vision	2030-2040,	https://www.

nhk.or.jp/strl/future_vision/index.html
［2］	 M.	Miyakawa,	H.	Tsuji	and	M.	Nakata,	Highly	stretchable	island-

structure	metal	oxide	 thin-film	 transistor	arrays	using	acrylic	
adhesive	 for	deformable	display	 applications,	 Journal	 of	 the	
Society	for	Information	Display,	30,	9,	699-705,	2022.
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transferred	on	stiff-stripe/PDMS	substrate	 for	high-resolution	
stretchable	displays,	 IEEE	Trans	Electron	Devices,	66,	7,	2971-
2978,	2019.

［4］	 M.	Nakata,	C.	Zhao	and	J.	Kanicki,	DC	sputtered	amorphous	In–
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［5］	 N.	Lu,	J.	Yoon	and	Z.	Suo,	Delamination	of	stiff	islands	patterned	
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　　　　　　　 NHK放送技術研究所

  新機能デバイス研究部　　　宮川　幹司
（一財） NHKエンジニアリングシステム

  先端開発研究部　研究主幹　山本　敏裕

（a）伸長時の画素の拡大写真

（b）基板伸長時の酸化物半導体TFTの伝達特性

（c）基板伸長時の酸化物半導体TFTの移動度とON/OFF比

図5　ゴム基板上に試作したTFTの拡大写真と特性

図6　ドーム状に変形させたTFTアレー
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■動画配信サービスの技術的課題
現在の動画配信サービスでは、複数のビットレートで

エンコードされた映像ストリームを配信サーバーに用意
し、サービスを利用している視聴端末毎に変動する通信
速度に合わせて、自律的に映像ストリームを選択して再
生するアダプティブストリーミングが主流です。この方
式では、ネットワークが混雑する状況下において、再生
停止や頻繁な画質変動などの影響により、動画視聴の満
足度を表すQoE （Quality of Experience）の低下が、視
聴者ごとのばらつきを伴って発生します。このため、混
雑状況下でもQoEを損なうことなく動画視聴を実現する
ための仕組みが必要とされています。

■QoE推定モデル
ITU-T＊１勧告のQoE推定モデル（ITU-T P.1203）（図

1）では、視聴者の配信動画の再生状況（端末種別、映
像品質、再生停止回数等）をもとに、メディアサービ
スの品質評価指標として幅広く利用されるMOS（Mean 

Opinion Score）値と呼ばれる1.0～5.0の値でQoEを数値
化します。このQoE推定モデル式（以下、モデル式と呼
ぶ）を利用し、混雑状況下でも視聴者ごとのQoEの低下
を抑制する配信制御方式を開発しました。

＊１　 ITU-T（International Telecommunication Union Telecommunication 

Standardization Sector）：電気通信を標準化することを目的として勧
告を作成する国連の専門機関の一部門

■QoE推定に基づく配信制御方式
モデル式では、端末種別（PC、モバイルなど）が異

なると、同じビットレートの映像を視聴する場合でも、
QoEが変化します。この特徴を利用して、映像ストリー
ムを生成する際に、基準とするQoE値（QoE基準値）を
複数設定し、モデル式により導出した各QoE基準値を満
たすエンコードパラメーター（解像度、フレームレート）
によって、端末種別ごとの映像ストリームを生成します
（図2の①）。その際、QoE基準値に対してビットレート
が最小となるパラメーターの組合せを利用することで、1
台あたりの通信量が抑制されるため、より多くの視聴者
のQoEを向上させることが期待できます。
また、ネットワーク帯域と端末種別ごとの端末数の関
係から配信可能なQoE目標値（図2の②）を計算し、こ
れをもとに配信側で全ての視聴端末の映像ストリームを
決定します。このように視聴端末ごとに帯域を割り当て
る（図2の③）ことで、全視聴者のQoEのばらつきを抑
制し、安定した配信制御を実行することができます。
今後はさまざまな視聴環境や視聴者の心理的状況に応
じたQoE推定手法の開発と、それらを利用した配信制御
技術の開発にも取り組んでいきます。

NHK�R&D紹介　 �

QoE推定モデルに基づく動画配信制御技術

端末種別（PC、モバイル）、
映像品質（ビットレート、解像度、フレームレート）、
再生停止回数

QoE推定モデル式 QoE推定値
1.0～5.0（MOS値）

図1　QoE推定モデル式の概念

① 映像ストリームのリスト
QoE基準値

4.0 933kbps（720p/30fps）
594kbps（480p/20fps）
385kbps（480p/15fps）

732kbps（720p/20fps）
385kbps（480p/15fps）
196kbps（360p/10fps）

3.5
3.0

PC用ストリーム モバイル用ストリーム

・QoE基準値を設定
・モデル式よりQoE基準値を満たす映像ストリームを生成

QoE計算サーバー

配信サーバー

QoE3.5

QoE3.5

配信
ネットワーク

ネットワーク帯域

端末種別ごとの端末数

③帯域割当

②QoE目標値

59
4K
bps

385Kbps

図2　開発方式の構成図
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近年、3次元映像やAR/VRといった没入感やリアリティ
の高い映像技術の研究開発が進んでいます。このような
映像は、データ量も膨大であり、保存するためには超高
速にデータの読み書きができる記録デバイスが必要とな
ります。そこで技研では、将来の超高速記録デバイス実
現に向けて、磁性細線メモリーの研究に取り組んでいま
す。

■磁性細線メモリーとは
磁性細線は、小さな磁石を線状に並べたもので、その

幅は0.1μm、人間の毛髪の1000分の1程度です。それを
多数、並列に並べ、デジタルデータを磁石のNSの向きと
して記録・再生できるようにしたものが「磁性細線メモ
リー」です。
磁性細線メモリーでは、線状に並んだ小さな磁石の向

きを順次変えてデータを記録します。磁石の向きを変え
るために必要な時間は10億分の1秒程度と、非常に短い時
間で記録可能です。さらに、磁性細線の長さ方向に電流
を流すことで、磁性細線中の磁石に記録されているデー
タを移動させて、記録し続けることができます（図1）。

この電流によるデータの移動速度は、ハードディスクの
動作速度と比べて数十倍速く、記録・移動をあわせた磁
気記録の超高速化が期待できます。

■試作と今後の展望
これまでに、さまざまな素材を用いた磁性細線デバイ
スを試作しました。そのなかでも高速にデータを移動で
きる材料としてコバルトとテルビウムを積層した磁性細
線を開発しました。これを4本並べ、データを記録するた
めの記録線、データ記録用やデータ移動用の電流源を接
続するための電極などを組み合わせた、磁性細線デバイ
スを試作しました（図2）。また、試作した磁性細線デバ
イスにデータを記録し、さらに記録したデータを4本の磁
性細線でそれぞれ独立に移動可能であることを確認しま
した（図3）。
今後は、磁性細線の並列数を増やしてメモリーデバイ
スとしての開発を進めるほか、磁性細線材料としてさら
に低消費電力かつ超高速動作を可能とするトポロジカル
絶縁体＊１を適用し、超低消費電力で超高速記録が可能な
夢のメモリーデバイスの実現を目指していきます。

＊１　物体表面は電流が流れるが、内部は電流が流れない性質の特別な物質

NHK�R&D紹介　 �

夢の超高速記録デバイス実現に向けて
磁性細線メモリー

（1）データ記録 （2）データ移動 （3）データ再生
電流磁界 パルス電流

記録線
データ再生系

磁石の向きとしてデータを記録 記録データ自体が右へ移動 記録データの検出

磁性細線

図1　磁性細線を用いた新しい磁気記録デバイスの概要

記録線

データ記録用の電流源

デ
ー
タ
移
動
用
の
電
流
源

データを
ここで記録

コバルトとテルビウムを
積層した磁性細線（4本）

図2　試作した磁性細線デバイスの顕微鏡写真

2本目のデータを移動 4本目のデータを移動 1本目のデータを移動 3本目のデータを移動

記録したデータ

電流により移動

記録線磁性細線

磁性細線中に
データを蓄積

図3　2本の記録線ギャップに記録したデータを磁性細線ごとに移動させた様子
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公開されたNHKの主な発明考案
（2022年7月1日～2022年8月31日）

発明考案の名称 技術概要
直視型液晶表示装置及びそのプログラム
� 特開2022-97952

光の利用効率が高い直視型液晶表示装置及びそのプログラム

固体撮像素子および撮像装置
� 特開2022-98196

光電変換膜と浮遊拡散容量が接続するノードの暗電流をなるべく小さくして、信号の本来の値からの暗電流による
誤差をなくすことで、精度が高い信号出力を得ることができる固体撮像素子および撮像装置

受信装置
� 特開2022-98343

ダイバーシティ効果を適切に得ることを可能とする受信装置

表示装置及びその製造方法
� 特開2022-98885

表示パネルの周辺領域を縮小化することを可能とした表示装置及びその製造方法

マルチディスプレイ
� 特開2022-98886

互いに隣り合う表示パネルユニットの間における、画質の劣化を抑制することを可能としたマルチディスプレイ

マルチディスプレイ
� 特開2022-98887

複数の表示パネルユニットを並べて湾曲した１つの表示画面を構成したときに、ユニット間の隙間を無くしてシー
ムレスな曲面を構成することを可能としたマルチディスプレイ

表示装置及びその製造方法
� 特開2022-98888

伸縮自在な表示パネルにおいて、画素ユニット間での配線の破断を抑制することを可能とした表示装置及びその製
造方法

表示装置
� 特開2022-98889

表示パネルの周辺領域を縮小化することを可能とした表示装置

マルチディスプレイ
� 特開2022-98890

互いに隣り合う表示パネルユニットの間における画質の劣化と、表示パネルユニットの精細度の低下による画質の
劣化とを抑制したマルチディスプレイ

マルチディスプレイ
� 特開2022-98891

複数の表示パネルユニットを並べて１つの表示画面を構成したときに、表示パネルユニットを駆動するドライバの
数を低減することを可能としたマルチディスプレイ

表示装置及びその製造方法
� 特開2022-98892

配線抵抗を低減し、信号遅延やそのバラツキの発生を抑制することによって、表示品質の更なる向上を可能とした
表示装置及びその製造方法

表示装置及びその製造方法
� 特開2022-98893

伸縮自在な表示パネルにおいて、画素ユニット間での配線の破断を抑制することを可能とした表示装置及びその製
造方法

表示装置及びその製造方法
� 特開2022-98894

表示パネルの周辺領域を縮小化することを可能とした表示装置及びその製造方法

表示装置及びその製造方法
� 特開2022-98895

画素回路の面積を縮小して、高精細化を実現することを可能とした表示装置及びその製造方法

映像符号化装置、映像復号装置、及びこれらのプ
ログラム� 特開2022-103284

動き補償予測を用いた映像符号化方式における差分ベクトルの正負符号（＋，－）に関して可逆圧縮が可能となり、
圧縮効率を向上可能に構成した映像符号化装置、映像復号装置、及びこれらのプログラム

デブロッキングフィルタ制御装置及びプログラム
� 特開2022-105653

入力映像のビット深度に応じて、デブロッキングフィルタ処理を適切に制御可能とするデブロッキングフィルタ制
御装置及びプログラム

符号化装置、復号装置、及びプログラム
� 特開2022-105654

適応色変換（ACT：Adaptive Color Transform）を適用する場合であっても、画質の劣化を抑制する符号化装置、
復号装置、及びプログラム

インコヒーレントディジタルホログラム用撮像光
学系およびそれを用いた撮像装置
� 特開2022-106487

従来の構成のものと比べ、波長帯域を広くして光量損失を低減することができるインコヒーレントディジタルホロ
グラム用撮像光学系およびそれを用いた撮像装置

マーカ及びマーカ識別装置、並びに、それらのプ
ログラム� 特開2022-107098

被写体の色・模様及び外光の影響を抑制し、複数の識別子を頑健に判定できるマーカ及びマーカ識別装置、並びに、
それらのプログラム

意見対象抽出装置、学習装置、およびプログラム
� 特開2022-108435

意見対象を予め想定しにくい状況であっても、意見と結びついた意見対象を抽出することのできる意見対象抽出装
置、学習装置、およびプログラム

符号化装置及びプログラム
� 特開2022-108634

画像の圧縮符号化効率を向上させることが可能な符号化装置及びプログラム

音声通知制御装置およびそのプログラム
� 特開2022-108864

スマートスピーカを用いて音声を通知する際に、音声通知の再生タイミングおよび再生音量を制御することが可能
な音声通知制御装置およびそのプログラム

カラー画像撮像装置
� 特開2022-110808

カラーフィルタを配設した表面側、配設しない裏面側の両面から光入射を許容するように設定された撮像素子を備え、
簡易な構成で感度を良好とし得るように、これら両面からの入射光の分配率を制御するカラー画像撮像装置

フレーミング評価装置およびプログラム
� 特開2022-110816

基準となるカメラのフレーミング領域に対して、評価対象となるカメラのフレーミング領域がどのくらい合致でき
ているかを評価することができるフレーミング評価装置およびプログラム

画像符号化装置、画像復号装置、及びプログラム
� 特開2022-111285

画像符号化方式において、イントラ予測モードの識別情報の符号量を効率的に削減可能とする画像復号装置、及び
プログラム

音響用座標変換装置及びプログラム
� 特開2022-111723

音声信号を再生する位置の座標を変換する際に、座標の表記方法が異なる場合であっても、音声エンジニアの意
図する位置に変換可能な音響用座標変換装置及びプログラム

顔追跡装置およびプログラム
� 特開2022-112831

追跡処理結果を顔認識処理結果と融合することによって、高い精度を実現することのできる顔追跡装置およびプロ
グラム

インテグラル立体表示システム及びその方法
� 特開2022-113478

携帯端末による高品質な３次元映像の視聴において、通信データ量及び携帯端末の演算処理量を抑制できるインテ
グラル立体表示システム及びその方法

３次元映像表示装置
� 特開2022-113483

簡易な構成で画素数が向上する３次元映像表示装置

文字検出装置、学習装置、およびプログラム
� 特開2022-113570

画像に含まれる文字の検出処理に関して、微分不可能な処理（入出力関係）を含む場合であっても、学習データに
基づくモデルの最適化を直接的に行うことのできる文字検出装置、学習装置、およびプログラム

駆動回路および駆動回路の制御方法
� 特開2022-113573

簡易な構成でありながら、調光素子の光透過率を容易且つ短時間で安定した可変動作を可能とする駆動回路およ
び駆動回路の制御方法
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発明考案の名称 技術概要
アラインメント装置およびプログラム
� 特開2022-114144

マイナーな訳語にも対応でき、目的言語側の単語の分散表現として原言語側の単語の情報を持つものを構築するこ
とで、精度の高いアラインメントを実現することのできる、アラインメント装置およびプログラム

情報システム、情報処理装置、パーソナルデータ
管理装置、およびプログラム
� 特開2022-114649

サービス外におけるユーザー自身の行動とコンテンツ情報との間の関連性を検出して、その関連性を当該ユーザー
に提示することのできる情報システム、情報処理装置、パーソナルデータ管理装置、およびプログラム

特典取得用データ発行装置、特典取得装置、特典
発行装置およびそれらのプログラム
� 特開2022-114882

従来のようなユーザが番組視聴時に能動的にデータ放送によって特典取得用データを取得する手間を省いて、特
典取得用データを取得することができるとともに、特典取得用データの不正流通を抑えることができる特典取得用
データ発行装置、特典取得装置、特典発行装置およびそれらのプログラム

３次元映像表示装置
� 特開2022-115498

小型化が可能な３次元映像表示装置

音声抽出装置およびそのプログラム
� 特開2022-117042

学習済み機械学習モデルによって入力音声から任意の音または音声を抽出する技術において、対応可能な音声を
変更した場合、抽出精度を維持しつつ学習回数を低減させることができ、処理の高速化を図ることができる音声抽
出装置およびそのプログラム

分類装置およびプログラム
� 特開2022-118467

推論処理の結果として、スコア値の高い順に妥当な範囲の複数の候補を適切に選択して出力することのできる分類
装置およびプログラム

ロボットに備えたデータ送受信装置及びプログラ
ム� 特開2022-119055

クラウドサービスにかかるコストを低減すると共に、テレビ視聴ロボットの発話のタイミングの遅れを抑制する、
ロボットに備えたデータ送受信装置及びプログラム

受信装置及びプログラム
� 特開2022-119167

コンテンツのストリーミング再生において、帯域予測装置を別途設けることなく、利用可能なネットワーク帯域（帯
域変動）を高精度に予測することが可能な受信装置及びプログラム

全天周映像表示システム、並びに、分散処理装置、
全天周映像表示装置及びこれらのプログラム
� 特開2022-119310

画質を維持しつつ通信帯域を節約し、遅延を少なくできる全天周映像表示システム、並びに、分散処理装置、全天
周映像表示装置及びこれらのプログラム

薄膜トランジスタの製造方法、および薄膜トラン
ジスタ� 特開2022-120569

薄膜トランジスタ製造時に、真空装置を用いず、かつ半導体層にダメージを与えることなくソース・ドレイン両電
極を形成できる薄膜トランジスタの製造方法及び薄膜トランジスタ

積層型半導体装置及びその製造方法
� 特開2022-120579

製造工程における工程数の短縮や歩留まりの向上を図ることができるとともに、表面がフラットで特性の良好な、
積層型半導体装置及びその製造方法

画像フィルタリング装置およびそのプログラム、
ならびに、画像符号化装置およびそのプログラム
� 特開2022-120891

裸眼３次元画像を表示するために、被写体の距離情報を参照して、従来よりも圧縮効率を高めることが可能な画像
フィルタリング装置およびそのプログラム、ならびに、画像符号化装置およびそのプログラム

画像符号化装置、画像復号装置、及びプログラム
� 特開2022-121615

符号化効率を改善する画像符号化装置、画像復号装置、及びプログラム

配信サーバ、配信システム及び配信プログラム
� 特開2022-122064

ビットレートが互いに異なる動画を視聴する端末が複数存在する場合に、端末全体のサービス品質を向上できる配
信サーバ、配信システム及び配信プログラム

レート制御サーバ、配信システム及びレート制御
プログラム� 特開2022-122065

動画配信サービス全体としての、動画視聴における視聴者の体感品質ＱｏＥ（Quality of Experience）を向上でき
るレート制御サーバ、配信システム及びレート制御プログラム

音場再現装置及びプログラム
� 特開2022-122414

ＳＤＭ（スペクトル除算法：Spectral Division Method）によるスピーカアレイの駆動信号を生成する際に、移動
する点音源により形成される音場を、時間エイリアスを出現させることなく再現可能な音場再現装置及びプログラ
ム

撮像素子
� 特開2022-123539

撮像素子において、同じタイミングで駆動・読み出しが行われる画素群において、画素毎にもしくは任意の大きさ
に設定される画素群毎に、ビニングの有効と無効を切り替えることが可能な撮像素子

送信サーバ、送信装置、受信装置及びプログラム
� 特開2022-123795

デジタル放送で利用する誤り訂正符号の符号化データを基に、効率的に、通信を利用して受信側からの再送要求に
応じてデータ再送を可能とする送信サーバ、デジタル放送に係る送信装置及び受信装置、並びにプログラム

薄膜トランジスタ及びその製造方法
� 特開2022-124280

高い移動度を有すると共に、寄生容量及び配線間容量の低減を可能とした薄膜トランジスタ及びその製造方法

有機エレクトロルミネッセンス素子、表示装置、
及び照明装置� 特開2022-124370

短絡電流が少なく、駆動電圧が低い、逆構造の有機エレクトロルミネッセンス素子、表示装置、及び照明装置

電子素子、エレクトロクロミック素子、有機エレ
クトロルミネッセンス素子、表示装置、及び照明
装置� 特開2022-124486

簡便な方法で作製でき、低電圧で十分な電流が流れ、且つ過電圧による過電流を防止できる電子素子、エレクトロ
クロミック素子、有機エレクトロルミネッセンス素子、表示装置、及び照明装置

情報分類装置、学習装置、及びプログラム
� 特開2022-124924

動画全体にわたる時間情報を少ない計算量で取得し、学習効果を高めて、動画の分類精度を向上させる情報分類
装置、学習装置、及びプログラム

液晶光変調器、液晶表示装置、および立体像表示
装置� 特開2022-124962

駆動回路を用いなくても微細な画素の所望の二次元パターンを表示可能な、簡易な構成の液晶光変調器、液晶表
示装置、および立体像表示装置

復号装置及びプログラム
� 特開2022-125265

符号化装置によって伝送する情報量を増大させることなく、また、符号化装置側の計算時間を増大させることなく、
予測精度や符号化効率を向上させる復号装置及びプログラム

オブジェクトベース音響レンダリング装置及びプ
ログラム� 特開2022-125686

システムの規模を拡大することなく、ＷＦＳ（Wave Field Synthesis：波面合成方式）に基づき音源の距離の遠近を
表現する駆動信号を生成することが可能なオブジェクトベース音響レンダリング装置及びプログラム

ネットワークスイッチおよびプログラム
� 特開2022-125878

保護したいフローのＩＰアドレスあるいはポート番号などの情報を登録することなく、伝送中のフローのパケット
が、新たなフローの伝送の開始により破棄されることを防ぐことができるネットワークスイッチおよびプログラム

回折効率最適化システムおよび回折効率最適化方
法� 特開2022-126985

磁気光学式空間光変調器の回折効率を改善することができる、回折効率最適化システムおよび回折効率最適化方法

湾曲撮像装置および湾曲撮像装置の製造方法
� 特開2022-127432

変形制御のための特別な装置を用いることなく、一方向および一方向とは異なる他方向の収差（イメージセンサの
撮像面において、ピントが揃う理想の結像位置からずれる現象）を改善できる、湾曲撮像装置および湾曲撮像装置
の製造方法
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NHK技研最新刊行物

『NHK技研だより』
（2022年9月号）
Top News
若手・中堅研究員の新機軸トライアル研究に
高い評価

News
「ラボちゃんバーチャル説明員が地域放送局
の会館公開でデビュー」

R&D
「ディフォーマブルディスプレーの研究」

連 載　地上放送高度化の伝送技術 
（第1回/全3回）

「地上放送高度化に向けた伝送路符号化方式」
NHK放送技術研究所　
〒157-8510 東京都世田谷区砧 1-10-11　
TEL：（03）3465 -1111［NHK代表］
https://www.nhk.or.jp/strl

次回連載予告

Science & Technology Research Laboratories

若手・中堅研究員の新機軸トライアル研究に
高い評価

当所には若手や中堅研究員が、新機軸
となる領域の新しい研究テーマをトライ
アル的に提案する枠組みがあります。今
回、この枠組みから始まった2件の研究
が、それぞれ2022年 第69回 応用物理
学会 春季学術講演会のPoster Awardを
受賞しました。これらの研究に中心的に
取り組んだ2名の研究員が、研究提案の
背景と研究内容について紹介します。

■「複素振幅分布検出用のメタサーフェ
ス＊１の設計・作製」（新機能デバイス研
究部・信川職員）

○研究提案の背景
提案当時、メタサーフェスというデバ

イスが世界的に注目され、レンズなどの
光学素子の性能を抜本的に改善する可能
性が基礎研究で示されていました。撮像・
表示等、光学技術が不可欠なメディア技
術分野でもメタサーフェスが重要な役割
を担うことは容易に想像できることから、
技研でも研究する意義があるのではない
かと考え、異なる知識と経験を有する3
名の研究員で研究提案をしました。

○研究内容と成果
メタサーフェスの作製には、ガラスや

シリコン、金などの材料で微細な立方体
を形成させる必要があり、その研究には

図１　作製したメタサーフェスの
外観とその顕微鏡像

図2　フリーアドレスオフィスでの 
ディスカッションの様子

図3　フレキシブル基板に転写した
CMOSイメージセンサの外観

光学、固体物理、数学と広範囲な知識と
技術が必要でした。共同で研究提案をし
た研究員と協力し、知識を統合すること
で、技研内で初めてメタサーフェスの作
製に成功しました（図１）。このメタサー
フェスを用いた実験により、従来のレン
ズよりも高精度に集光できることや、3
次元像を撮影するための光の位相検出を
簡略化できることを実証しました。

■「結晶セレン光電変換膜とFDSOI＊2 

基板上の回路を用いたフレキシブル
CMOS＊3イメージセンサの試作」 

（新機能デバイス研究部・為村職員）

○研究提案の背景
近年、データ化されたさまざまな情

報は番組制作で効果的に活用されてい
ます。そこで、身の回りのあらゆる映像
情報を余すことなく取得するための手段
として、物の形状に合わせて自由に形を
変えることのできるシリコンデバイスに
よるイメージセンサが有用だと考えまし
た。研究テーマの枠組みを超えて議論を
重ねる中で生まれたチャレンジングなア
イデアを実現するため、半導体材料や信
号処理回路といった異なる分野に精通す
る研究員が協力し、芽出し研究として主
体的に進められる本枠組みに提案しまし
た（図2）。

○研究内容と成果
フレキシブルCMOSイメージセンサを

作製するためには、厚くて硬いシリコン
基板を除去して、厚さが6μmしかない、
まさに薄片のデバイス部だけを柔軟な基
板に載せ替えることが必要でした。それ
ぞれの専門性を生かしたデバイス構造の
設計や、精密な転写工程において試行錯
誤を重ねることで、高性能と柔軟性を両
立したCMOSイメージセンサの試作に成
功しました（図3）。本技術は、あらゆる
シリコンデバイスのフレキシブル化を可
能にするため、今後も高性能フレキシブ
ルデバイスとしての新たな分野を開拓し
ていきたいと考えています。

当所では、若手研究員の柔軟な発想か
ら生まれた、このような新機軸トライア
ル型の研究を大事にしています。これか
らも新たな領域の研究成果にご期待くだ
さい。

＊1  数十～数百nmオーダーの凹凸構造を面内で並べ
て配置し、光の共振・散乱に基づく現象を応用
して、従来の光学素子にはない光物性を発現す
る光学デバイス

＊2  FDSOI（Fully depleted silicon on insulator）:
シリコン基板と表面シリコン層との間に酸化膜
を挿入した構造

＊3  CMOS（Comp l emen t a r y  me t a l  o x i d e  
semiconductor）: 金属酸化物でできた一対のP
型・N型トランジスターを組み合わせた半導体
素子の構造
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転写前のデバイス フレキシブル基板に
転写後のデバイス
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『NHK技研だより』
（2022年10月号）
Top News
コンテンツデータとパーソナルデータの連携
技術〜個人の興味の広がりや新たな発見につ
なげるために〜

News
「「ゲルニカが来た！ 大迫力の8K映像空間」
で8Kズーム視聴技術を展示」

「放送文化基金賞を受賞」

R&D
「ニュース原稿分析システム〜より効率的な
番組制作を目指して〜」

連 載　地上放送高度化の伝送技術 
（第2回/全3回）

「地上放送高度化に向けた多重化方式」
NHK放送技術研究所　
〒157-8510 東京都世田谷区砧 1-10-11　
TEL：（03）3465 -1111［NHK代表］
https://www.nhk.or.jp/strl

次回連載予告

Science & Technology Research Laboratories

コンテンツデータとパーソナルデータの連携技術
～個人の興味の広がりや新たな発見につなげるために～

人生100年時代を迎え、リカレント教
育や生涯学習といった「まなび」のニー
ズが高まっています。NHKでは、NHK
が制作する多様なコンテンツを「まなび」
という視点で集め、発信する「NHKラー
ニング」というサービスを2022年4月
に開始しました＊1。NHKアカデミア、ま
なびプレイリスト、まなびガチャ、まな
びノート、これら４つのコンテンツを柱に、

「新しい発見」「新しい気づき」を体験し
ていただくサービスを目指しています。

当所では、NHKラーニングの編集部と
将来イメージについて議論を進めていま
す。今回、NHKラーニングの2025年ご
ろの将来イメージとして、ユーザーの視

図１　ユーザーの視聴状況や興味・関⼼に
合わせてコンテンツを提⽰する流れ

図2　コンテンツを提⽰するサービスの例

聴状況や興味・関心に合わせた「まなび」
につながる、コンテンツ選択をサポート
するシステムを試作しました（図1）。コ
ンテンツの映像・音声・テキストを解析
し、それぞれの持つ意味を関連づけるこ
とで、「まなび」という観点で知識のデー
タを構築しました。この知識のデータを
用いて学習の順序を考慮し、NHKのさま
ざまなコンテンツを連携させました（図
2）。これにより、ユーザーの興味・関心
に合わせて、NHKのコンテンツを発見で
きるようになります。図2の画面で円の
上に示されているサムネイルがコンテン
ツを表しており、これらの関係を基礎的
なコンテンツから発展的なコンテンツに
向けた矢印で示しています。また、ユー

ザーの視聴履歴から、視聴中（ピンク）
や視聴済み（黄緑）を色ごとに分かりや
すく表示することで、自身の視聴状況を
把握しながら「まなび」を進めることが
できます。

今後、当所で研究しているこのコンテ
ンツデータ連携技術をNHKラーニング
に組み込むことで、ユーザーの興味・関
心を広げるようなコンテンツ提示サービ
スの実現を目指して、開発を進めていき
ます。

＊1 https://www.nhk.or.jp/learning/
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技研公開2022より
〜技術が紡ぐ未来のメディア〜

基調講演
「Future Vision 2030-2040の 実 現 に 向 け た
NHK技研の取り組み」

特別講演
「Beyond 5G時代の「人間中心の情報システ
ム」」

「メディア技術の別の在り方 情報と想像」

ラボトーク
「本物感まるごとキャプチャー，リアルを演
出「メタスタジオ」」

「CGで実現する未来の手話サービス」
「紙より薄い超柔軟有機ELフィルムの開発」

研究所の動き
「VVCにおける4K・8K映像向けレート制御
手法の検討」

「高品質な移動中継番組の制作に向けた大容
量移動伝送技術」
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一般社団法人 映像情報メディア学会
〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8 tel:03-3432-4677 fax:03-3432-4675 h�p://www.ite.or.jp/data/p_t/test_chart/

仕様 Aシリーズ（８K素材） Aシリーズ（４K素材）
画像フォーマット 7680×4320画素, 12bit, RGB 4:4:4, 59.94Hz（59.94p） 3840×2160画素, 12bit, RGB 4:4:4, 59.94Hz（59.94p）
シーケンス数 11 10
シーケンス時間 15秒
データ形式 DPX

４K/８Kテレビシステム評価用標準動画像 Aシリーズ 頒布のご案内
一般社団法人映像情報メディア学会（ITE）は一般社団法人電波産業会（ARIB）とともに、４K/８Kテレビ放送技術の開発に必要

不可欠である「超高精細・広色域標準動画像Aシリーズ」の頒布を開始いたしました。
【主な特徴】
・ITU-R 超高精細度テレビジョンのスタジオ規格ITU-R勧告BT.2020（Rec.2020）に準拠した動画像
・3300万画素CMOS 3板カメラを用いて制作した８K非圧縮映像
・撮影した4320/59.94P のシーケンスからクロッピングした2160/59.94Pの４K素材もセットで提供
・UHDTVマルチフォーマットカラーバー（ARIB STD-B66 1.0版準拠）も提供
・シーケンスは、「舞妓」「着物姿の女性」「十二単の女性」画像を含む全11シーケンスで構成

／【Ｌ：】Ｓｅｒｖｅｒ／ＮＨＫ　ＶＩＥＷ／２０１６年１月号／１１・１２＿広告 2015.12.21 10.50.40

https://www.ite.or.jp/content/chart/
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